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1952  サンフランシスコ講和条約締結 












































1985 女子差別撤撤廃約批准 高等学校家庭科男女共修の実現のきっかけとなる。 











1991  2 学期から第 2 土曜日休みとなる 
1993  高等学校家庭科男女共修開始 




































































































































































労働力人口の推移のグラフを見ると労働力人口は 1995 年からほぼ横ばいになっている。ところが 65




また，社会保障給付金が 2013 年には 10 兆 6566 億円になったが，国民所得に占める割合は 30.56％
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